　　　　（UN）USUAL　　　　　　　　

（じゃない）普通

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すずき
藤岡

小林
ユカリ
クミ

加藤
伊集院

二階堂

天竜寺　
北沢
南野
通行者Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

大学病院の研究室の一角。

資料を持った白衣の女・北沢、南野現れる。
南野　　藤岡ユウジ。こちらの調べでも間違いありません。素姓も平凡、学力も人並み、現在は中小企業の一般職員で給料は特に羨むほどでもない、ごく普通の男性です。

北沢　　彼が、森の中の一本の木。彼こそが森そのものって事になるのね。
　
南野　　明日のニュースで、彼、何もかも変わってしまいますね。
北沢　　南野さん、ならば先手必勝よ。私達が彼を。

南野　　はい、北沢所長。
二人、去る。
　　　　　　街の雑踏。
腕時計を見つつ慌てた様子で入ってくる藤岡。待ち合わせらしい。

藤岡　あれ、何だよ僕が一番最初？あいつら遅いな。
と、数人の通行者。藤岡を見て、ぎょっとして立ち止まる。
まじまじと藤岡を見てから去っていく通行者たち。

そのうち二人は止まったままひそひそ話をはじめる。

Ａ　　　ねえ、もしかしてこのひとじゃない？

B　　　なにが。

Ａ 　　えー、知らないの？このひとってね、　

通行者ＡＢ、こそこそ話しながら去る。

藤岡は二人のやり取りに気づかずそわそわと時計を見ている。

と、友人、小林、クミ、ユカリの三人が入ってくる。

三人、微妙な距離で遠巻きに藤岡を囲む。

藤岡　　みんな遅いぞー。遅刻するなっていった癖にさ。

小林　　……。

藤岡　　おい小林。そりゃ昔から時間にはルーズな方だけどさ、時間通りに来たからってそこまで驚いた顔しなくても。　

小林　　えっと、そうじゃなくて。

藤岡　　まあいいや、とにかくどこ食べに行くか決まった？　

ユカリ　えっ…。

藤岡　　当日集まってからどこ行くか決めるって先週僕に言ってたじゃないか。ユカリが決めておくはずだろ。

ユカリ　う、うん。　

クミ　　ねえ、大丈夫？藤岡君。

ユカリ　クミ。私たち気にしないから触れないでおこうって言ったでしょ。　

クミ　　ごめん、でも藤岡君が心配じゃない。

藤岡　　なにが。

小林　　何って、ほら、その、今朝からあんな風だし。

藤田　　今朝？なんかあったの。今日仕事休みだから夕方まで寝てたけど。　

小林　　寝てたあ？じゃあ、お前何も知らなかったのか。携帯出なかったのは寝てたからなのか。俺心配したんだぞ。

藤田　　え、携帯？ごめんぜんぜん知らない。で、何があったって？

三人　　…はああー。（ため息）

藤岡　　だから、どうしたってんだよ。

ユカリ、持っていたかばんから新聞紙を出す。

ユカリ　　はい。　

藤岡、新聞に目を通す。

間。

藤岡　（引きつり笑い）…え？　

小林　　見た通りだよ。

藤岡　　（新聞に顔をくっ付ける）え？え？ええーっ！

ユカリ　新聞だけじゃなくテレビでもやってたよ。　

クミ　　ラジオでもね。　

藤岡　　こ。これ、なに。　

小林　　見た通りだって言っただろ。　

藤岡　　だ、だって、だってさ。なあ、小林っ！

小林　　俺だって知らないよっ！でも藤岡、これはお前の事なんだ。　

藤岡　　…なんで？何で俺の顔写真が新聞の一面トップ飾ってんだ？
　　　　　　　ユカリ、藤岡から新聞を取り上げて見出しを読み上げる。　

ユカリ　藤岡ユウジさん・日本で最も平均的な国民に認定。

間。　
藤岡　　……はあ？　

クミ　　藤岡くんは日本一平均的な人だって国から公式発表されちゃったのよ。

小林　　藤岡、お前いったい何やらかしたんだ。　

藤岡　　しらないよ！なんにもしてない！何で？何なんだよ！
北沢、颯爽と現れる。助手の南野は北沢の後ろに隠れるように付いてくる。
北沢　　簡単に言うと、ライン引きね。

藤岡　　え。　

ユカリ　誰。　

北沢　　いきなりごめんなさい。藤岡さん、私達はあなたに会いに来たの。私は中央医科大学研究分室の所長、北沢よ。どうも初めまして。

南野　　じょ、助手の南野です。（ぼそりと）

藤岡　　ライン引きって？この事情が分かるの。

北沢　　一種の目新しい公的イベントよ。昨今の情勢や国民感情は、この現状の不安定さゆえに揺らいでいるわ。だからこそ、あえて平均的な国民像を抽出し、その該当人物が現在ごく平穏に暮らしている姿を公表する試みが動き出したの。

南野　　国民はあなたを基準のラインにすることで、自己認識の再確認が容易になり、安心を得ることが出来るのです。

北沢　　つまりあなたは一般国民にとっての普通さの物差しってこと。新聞の解説にも載ってるわよ、見出し以外も読みなさい。　

藤岡　　この僕が？どうして僕なんだよ。　

北沢　　さあ。ただ、全国民のデータを統計化し総合的に選出された結果じゃないかしら。家族構成、育ち、学力、さらに健康状態、行動特性もろもろ。

藤岡　　何てこった。この国のプライバシーはどうなってるんだ。

南野　　（ぼそりと）まあ、認定されたって事は、今後も普通に過ごしていける保証を得たようなものだから、安心といえば安心ですね、良かったですね。

藤岡　　冗談じゃない。普通って、その他大勢の事だろ？そこらの十把一からげと同じだなんてあんまりだ。

北沢　　一からげの中の選りすぐりそこらの一からげよ。

藤岡　　僕、普通ってほどじゃないよ。そこらの人みたいに流行の映画別に見ないし、体力ないし、ちっとも平均的なんかじゃないよ。

北沢　　お偉いさんが言いだして始まる事なんて、所詮一般の認識からは思い切りずれているものよ。そういうもの、それさえも普通。認定されちゃったんだから諦める事ね、あなたはもう日本一有名なただのそこらの男よ。

藤岡　　そんな・・・。（頭を抱えてしゃがみこむ）

小林　　で、あんたらどんな用事。わざわざ解説に来てくれたの。

北沢　　そういう訳じゃ。ただ、この事が非常に興味深くてね。ねえあなた、私に力を貸してくれない？

藤岡　　…はい？

南野　　（ぼそりと）あなたは平均とされるゆえに医学的観点からも優良な被検体なんです。今後の医療の発展に役立ってはみませんか？

藤岡　　急に言われても。　

クミ　　そうよ無茶だわ。

ユカリ　ちょっと、新薬飲ませたり人体実験に使うつもりなんじゃないでしょうね。

南野　　（ぼそりと）まさか、いくらなんでも人道に反します。

北沢　　そうよ、ただ各臓器の細胞ちょっとずつ切り取りたいだけなの。

藤岡　　お断りしますっ。

北沢　　普通の人の癖にケチねえ。死にゃしないわよ、ちょっと減る位いいじゃないの。

藤岡　　ごく普通にイヤなんだけどっ。

南野　　（ぼそりと）あなたご自分を過小評価してませんか？全国民代表の人体なんでしょう。そんなに魅力的な内臓を持っているというのに。
小林　　魅力的な内臓は焼肉屋だけで十分だっ。行くぞ藤岡。

藤岡　　あ、ああ。

北沢　　行かなくていいわよ、今日は私達が消えるから。でもね、もしかしたら、私達が一番まともなのかもよ。

小林　　え？

南野　　（ぼそりと）また、いずれ。失礼します。

　　　　　　二人、にやりと笑って去る。

ユカリ　　感じ悪い、あの二人。

クミ　　　藤岡くん、気にしないほうがいいよ。

藤岡　　全く意味が分からない…僕は一体どうなったんだ？

小林　　普通だって言われただけだよ。

藤岡　　そうだよ、でも国家的にだろ。だからあんな変な、

加藤　　そう、国家的に！国民的普通人とは、なかなか洒落てますな。
加藤、伊集院・二階堂・天竜寺の三人を連れて現れる。

加藤　　ごきげんいかがですか、みなさん。

クミ　　あのう。

加藤　　おお、これは失礼しましたお嬢さん。時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。わたくし、加藤と申します。今回の藤岡氏の慶び事をぜひ私めもお祝い申し上げたく馳せ参じました。

　

ユカリ　　えーとスイマセン日本語でもういちど。

加藤　　　（藤岡に）ご友人は選んだほうがいいと思いますよ。

ユカリ　　るせーな、どこの加藤さんですのかしら。

加藤　　　わたくし、希少価値全般の鑑定家をしております。希少で貴重である事の真の意味を追求する哲学的冒険家と申しましょうか。…伊集院。

伊集院　　はっ。（懐からファスナー付きの小さなビニール袋を出す）

加藤　　　ご理解頂くためわたくしの収集物の一部を持って参りました。これは隕石から見つかった希少鉱石です。この大きさは世界広しといえども私所有のこの一品のみ。

　　　　　　四人、曖昧な表情で袋を見ている。

藤岡・小林　砂？

クミ　　　砂粒だね。

ユカリ　　うん、砂粒だ。

天竜寺　　何ですかその反応は。もう少し驚きなさい。

加藤　　　いいんだ天竜寺。この人達にはレベルが高すぎたのだ。ならば二階堂、あれを。

二階堂　　はっ。
二階堂、別のビニール袋を出す。
二階堂　　　これは、ゆうこりんの水着からほつれた糸だ。

藤岡・小林　　おおー。

ユカリ　　（二人に）えーっ？

伊集院　　これは、松本潤の髪の毛。

ユカリ　　ちょ、ちょっとみせて。

天竜寺　　これは清原のすね毛。

クミ　　　番長ーっ！

天竜寺　　ほう、通ですね。（天竜寺・クミ、互いに親指をビシッと立てあう）　　

加藤　　分かって頂けましたかな。

小林　　妙なもの集める人だって事はよくわかったけど。

藤岡　　あの、それで何の用なんです。

加藤　　今朝のニュースは大変驚きました。まずは一度あなたにお会いしたかったんですよ。たしかに、普通の方だ。

藤岡　　はあ。

加藤　　ご自分の置かれた状況を、まだご理解なさっていないようだ。あなたがご自分を知る頃に、またお会いしましょう。伊集院、二階堂、天竜寺。われわれは失礼するとしよう。

三人　　はっ。

小林　　お、おい？

　　　　　　　　加藤と使用人、去る。

小林　　　なんだあれ。

藤岡　　小林、どんどん変な事になって行くよ？さっきの二人組も今の連中もまた会いに来るって。

　　　　　　　通行者たち、通りかかり、遠巻きになってささやき合っている。
Ａ　　　ほら、あのひとだってば。

Ｂ　　　（新聞を手に）本当だ。

Ｃ　　　日本一普通の人だよ。

D　　　へえー。

ユカリ　やだ、みんなこっち見てる。

クミ　　あっちの人も見てる。ほら、向こうの人達も。

小林　　藤岡。

藤岡　　なんだよ…僕が一体どうだって言うんだよ。

　　　　　　暗転。

　　　　　　暗闇に、藤岡の声。

藤岡　　僕は学生の頃ロックバンドに入ったことがある。少しでいい、少しだけでも誰かに見つけて欲しかった。僕の半径数メートルの生活、その輪の外の人達に、きっと僕に隠されているはずの何か、特別な新しい。

　　　　　　　　明るくなる。街の雑踏。数日後の世界。

　　　　　　　　立っている藤岡の後ろからそっと現れるユカリ。　

藤岡　　結局、最後に言われたんだ。お前は悪くは無いけど、それだけだ、華が無いって。後には僕より下手だけど派手なギターが入って、客が増えた。客全部がバカに見えたよ、でも現実はそういうもんなんだなあって受け止めるしか。

　　　　　セリフの間に通行者Ａが通りかかる。藤岡を見つけ両手を振っている。

　　　　　それに答えて軽く手を振り返してやる藤岡。

　　　　　嬉しそうに口元を手で覆い小走りに去るＡ。
　　　　　　Ｄも通りかかる。携帯カメラを向ける。

藤岡、ピース。Ｄ、メールを打ちながら消える。

Ｂ、Ｃ、現れ、手を差し出す。

握手に応じる藤岡。Ｂ、Ｃ、はしゃいで去っていく。

藤岡　　あの頃は単にモテたかったからね、ずっと言われたかったなあ、この人は私のものよ！ってファン同士で取り合いになったりね、バカみたいな願望だけどね。

ユカリ　そしてまた世間というステージに上がっちゃったって訳だ。念願のキャーキャーでしょ。良かったじゃない。

藤岡　　何怒ってるの。

ユカリ　怒ってないよ。

　　　　　　小林、駆け込んでくる。

　　　　　　後ろから携帯を持った通行者ＢとＣが追う。
このやり取りは隅で行われる。

小林　　待った、待ったって。俺藤岡の友人ってだけで。恥ずかしいだろ、俺なんか撮ったって。

Ｂ　　　いいじゃん、撮らせてよ。（と小林の真横）

Ｃ　　　友達の人、はい、ポーズ。

小林　　（ポーズ）も、もういいだろ。

Ｃ　　　わーかっこよく撮れてるよー。

小林　　（嬉しそうに）ホント？

Ｂ　　　ありがとう、藤岡普通人によろしくね。

小林　　オッケー。伝えとく。（藤岡たちの空間へ）ひゃー参った参った。

ユカリ　携帯で撮られてたね。

小林　　見た？俺関係ないのにさあ。でも、あんなふうに喜ばれちゃうとねえ。

藤岡　　ふうん。

小林　　なんだよ、やきもちか？これ以上目だってどうするんだお前。

藤岡　　そんなんじゃないけど？けど、あんまり他人に余計な事言って、今までのイメージを変えるなよ？僕の売りは普通さなんだからさ。
小林　　はあ？
　　　　　　　クミ、入ってくる。

クミ　　ごめんね遅くなって。そこでインタビューされちゃった。

ユカリ　インタビュー？

クミ　　普通の友人を持つってどんな気持ちですかって。

小林　　世も末だな。そんな事まで聞くか。

藤岡　　ああ、取材の人か。僕にもさっき同じ事聞いてきた。普通の僕が普通の友人グループにいる感想だっけ。

クミ　　ふうん、何て答えたの。

藤岡　　普通だよって答えたけど。妙に納得してたよ。

ユカリ　本当、世も末ね。

クミ　　ねえねえユカリと藤岡君、付き合ってるの。水臭いよ、教えてくれなくちゃ。

藤岡・ユカリ　はあーっ！？

クミ　　皆でいるより二人でいる時間が平均１･５倍長いって調査されてたけど。それについてもインタビューされた。

ユカリ　待ってよ、そうじゃないし！もしそうならちゃんと言うし！えっとそうなりそうだ、とか言うんじゃないけど、えっと、（と照れている）
藤岡　　まさか監視されてるのか？迷惑だよ。

ユカリ　　あ、そう。いっしょにいて迷惑で悪かったわね。

藤岡　　そっちじゃない、そっちの事じゃないから。誤解するなよ。

ユカリ　…本当？

藤岡　　本当、本当。（と、こそばゆいやり取りになる）
小林　　もういいんじゃない、お前ら付き合っちゃえ。

藤岡・ユカリ　ええーっ！

　　　　　　　　二人、顔を見合わせる。

　　　　　　　　と、通行者たちが遠巻きに期待した表情で眺めている。

　　　　　　　　思わず大きく離れる二人。
　　　　　　　　と、加藤の使用人の伊集院・二階堂・天竜寺が現れる。

　　　　　　　　二階堂、天竜寺は人払いをしている。

二階堂　　さあ、行った行った。

天竜寺　　関係者以外はお引き取りください。

伊集院　　どうも、お待たせいたしました。早速加藤様の所へご案内します。

藤岡　　　それで、話ってなに。

ユカリ　　どうしてこんな所に藤岡くんを呼んだの。

伊集院　　その件はお屋敷でゆっくりと。ハイヤーを待たせてあります、どうぞ。

クミ　　　お屋敷だって。お金持ちい。

小林　　　俺達も行っていいのか？

伊集院　　勿論ですとも。

北沢　　　お待ちなさい。

　　　　　　北沢、南野を後ろに従え、
袖で番をしている二階堂を押しのけて現れる。

北沢　　加藤さんとやらに、伝えて下さる？有名人だからって興味本位で藤岡さんに干渉するのはよしなさいって。ねえ、藤岡さん。

藤岡　　人の事よくいうよ。

南野　　（ぼそりと）藤岡さん、私達の大学病院に来てください。そのほうが人間として役に立てるんですよ。

小林　　そういって藤岡を切り刻むつもりの癖に。

北沢　　ひどいわ、チビチビ千切るだけでしょ。

南野　　（ぼそりと）脳と心臓は千切りませんから安心ですよ。

藤岡　　カンベンしてよ、考えただけで痛い。

伊集院　とにかく！先約はこちらが先だ。引き取ってもらおう。

加藤　　まあそう怒るな伊集院、無粋じゃないか。

　　　　　　　加藤、格好をつけて登場。

伊集院　　しかし、加藤様。

加藤　　　（手で制して）初めまして。すぐそこにある、大学病院の方ですね。いやあ、美しい、白衣だ。

北沢　　あら、白衣を褒めて頂けるなんて光栄だわ。あなたこそ、素敵な服ですこと。

加藤　　いや、これは失礼。仕事に従事している女性の容姿を褒めるのは逆に失礼かと遠慮していたのですよ。実にお美しい。
　　　　　　　　この間、顔を伏せて隅に隠れている南野。

　　　　　　　　加藤、気づく。

加藤　　おや、そちらの方はいかがなさいましたか？

北沢　　男性が苦手なんです。どうぞお構いなく。
加藤　　ほう、それは貴重ですな。

北沢　　はい？

加藤　　つまりは、他の男性の目に触れる機会が少ない…。彼らはこの女性の価値を知らないまま。そしてご自身も価値を知らない。もったいないことです。

　　　　　　　　加藤、背中を向けている南野の肩に手を置き、くるっと回す。
南野　　ひっ。

加藤　　やはり…。あなたはライチのような女性だ。美しさに気づかないまま、頑なな鎧で覆っている。その本質に私はすぐに気づいてしまいましたよ。
南野　　あ、あの、私。

北沢　　南野さんをからかわないでいただける？てか、クサいしキモい。それより本題を。
　　　　　「クサいしキモい」の間だけ、さっと加藤の耳をふさぐ伊集院。
加藤　　（何事もなく）では、一つ相談なのですが、今回の所は、彼と話す機会を私に頂けないでしょうか。

北沢　　さっきお断りしたつもりだけど？私にはきちんとした目的があるのよ。

加藤　　結局は彼の考え次第でしょう？それにあなたの熱意なら、順番の前後など大した意味を持たないはずです。どうお考えですか。

北沢　　…なるほど？あなたも頑固ね、仕方がないわ。

加藤　　感謝します。

藤岡　　人を無視して、なに話を進めてるんだよ。

北沢　　ねえ藤岡さん、あなたに忠告。あまり浮かれてちゃ駄目よ。

藤岡　　別に浮かれてなんか。

北沢　　そう？でもあなた、自分を知ることよ。

藤岡　　え。

加藤　　ではそろそろ出発を。（北沢に）お先に。

南野　　あの！か、加藤さん！

加藤　　なにか。

南野　　いえ、…その、

北沢　　いいのよ南野さん。今回は彼を譲るんだから。行きましょう。

南野　　…は、はい。

　　　　　　　　北沢・南野、去る。

　　　　　　　　鼻を鳴らして見送る伊集院、加藤を連れて消える。

　　　　　　　　二階堂・天竜寺と共に四人を案内、退場。

　　　　　　　　場面、変わる。

　　　　　　　　加藤の屋敷の中。

　　　　　　　　藤岡たち、加藤とに案内されつつ入ってくる。なぜかぐったり。

　　　　　　　　伊集院・二階堂・天竜寺は、それぞれ部屋の四隅に控える。

藤岡　　あの、まだあるんですか、お宝コレクション。

加藤　　まだまだ序の口ですよ。そしてコレクションナンバー８５番。これがかの有名な画家モネの展覧会が開かれた美術館を取り壊した時の壁を塗りこめた壁。

小林　　ややこしいな。

ユカリ　こんなのめずらしい？有名な画家の展覧会やった美術館なんてゴロゴロある、

伊集院　シャラップ。

二階堂　しずかに。

天竜寺　黙りなさい。

加藤　　どうもあなた方は俗世の品がお好みの様だ。二階堂。

二階堂　はっ。

　　　　　　二階堂、化粧箱に入れられた缶ジュースをうやうやしく持ってくる。

加藤　　これはごく最近入手した代物です。俗っぽい品ながら、この私を魅了してやみません。今一番のお気に入りなんですよ。

ユカリ　…ファンタ？

小林　　グレープじゃん。

クミ　　ファンタグレープよね。

加藤　　そう、しかしこれはただのファンタじゃありません。

藤岡　　それのどこが珍しいって？

加藤　　これこそ不可能が可能になった瞬間！最もこの世で有り得ない出来事、化学反応的驚愕の事象！これぞケミストリー！

小林　　（イライラして）だから。

加藤　　聞いて驚け！なんとこのファンタ！缶はファンタ、しかし中には午後ティーが入っているファンタなのだー！

使用人たち　　ええーっ！

藤岡たち　　　……へー。

加藤　　反応薄すぎやしませんかね。分からないのかなあ、ファンタなのに中身が午後の紅茶なんだよ？分かるかなこの意味！

藤岡　　中身が違うってことだろ。

加藤　　ちがーう！そんな単純な問題じゃないんだ！コカコーラカンパニーの缶にキリンビバレッジのドリンクが詰められるなんて不可能に近い事じゃないか！そのコラボレーションが今まさに手の中にあるんだよ！奇跡なんだよ！想像力とか夢とか希望とか感動とか沸き立たないかなあ？

藤岡　　べつにい。

伊集院　シャラップ。

二階堂　しずかに。

天竜寺　黙りなさい

藤岡　　あのさあ、そろそろ用件を。

加藤　　おっと、失礼。つい興奮してしまいました。主観の相違は致し方ない。コミュニケーションは互いの相違点から発展させるもの。本題に入りましょう。

　　　　　　加藤、いとおしそうに缶を頬擦りしつつ手で合図。

　　　　　　伊集院がボードにはさんだ用紙を持ってくる。

藤岡　　それは？

加藤　　所であなたはご自分の立場をお分かりですか。

藤岡　　いちおうね。

加藤　　ならば簡単に現在置かれている状況をご説明ください。

藤岡　　そうだね…僕は国民的普通の男だ。日本を代表する平凡な男。だからこそ周囲からは注目され、出歩けば囲まれる。こんな感じだろ。

加藤　　以前のうろたえていたあなたとは大違いの落ち着き振りだ、頼もしい。

藤岡　　ようやく要領をつかんで来た所だからね。

加藤　　ひとつ私と契約を結びませんか。

藤岡　　は？

加藤　　仰るとおりあなたは日本で唯一の人物。あまりにも普通すぎるゆえの貴重な存在。ですがこのままでは価値ある存在とは言い切れないのです。野放しの環境はいずれあなたをけがすでしょう。

藤岡　　何が言いたいの。

加藤　　私が認定すればあなたの価値が上がります。私はこれでも本職が鑑定士ですから。あなたは価値が上がる事で、更に意味ある存在として生きて行けるのです。そう、この館にいる限り。

藤岡　　この館？

加藤　　あなたは希少価値の高い人間です。世間の雑多な干渉から守るため、私がここに保護して差し上げましょう。さあ契約書にサインを。

藤岡　　まてよ。

加藤　　私は珍しいものに情熱をそそぎ、他人に蹂躙されぬうちに集める。この館のコレクションは全て、最高級の扱いを受けています。それは人でも同じ事。あなたは私に保護されるべきです。

小林　　保護だって？藤岡を動物と一緒にするな。

ユカリ　そうよ。保護動物か何かと間違えてない？もっとも保護動物なら、余計ここにいるべきじゃないけど。

加藤　　落ち着いて。これは契約交渉ですから、藤岡さんの自由意志に基きます。いかがでしょうか。

藤岡　　当然断るよ。馬鹿馬鹿しい。

クミ　　ほんとよね。こわーい、帰ろう？

小林　　勿論、帰りも車出してくれるんだろうな。

加藤　　やれやれ、今回は交渉決裂ですか。仕方ありませんね。伊集院。二階堂。天竜寺。皆様を丁重にお送りするように。

三人　　はっ。

加藤　　お帰りになる前に、このファンタについて何か考え直す所は？

クミ　　中身は普通がいいなあ。

加藤　　……。

　　　　　三人、ユカリ・クミ・小林を案内。

　　　　　加藤、最後に出ようとする藤岡を呼び止める。

加藤　　そうそう、藤岡さん、大事なこと。

藤岡　　何。

加藤　　さっきご友人が動物と一緒にするなと仰いました。でも人間も動物の一種なので、私にとって、あなたはやはり希少動物なんですよ。

藤岡　　は、それだけ？じゃあね。

加藤　　ここを一歩出れば、あなたは人間でも動物でもない。それにまだお気づきで無いとは。

藤岡　　…え。

加藤　　あなたは形の定まらないモノサシ。私があなたなら、せめて生き物扱いされたいですけどね。

藤岡　　なんのこと。

加藤　　あの大学病院の女と、同じ事を言いましょうか。あなた、自分を知るべきですよ。

藤岡　　帰る。

加藤　　また、いずれ。気長にお待ちしていますよ。
　　　　　　　藤岡、去る。

　　　　　　　暗転。

　　　　　　　音楽の流れる中、暗闇がしばし続く。

　　　　　　　やがて薄暗がりに浮かび上がる通行者たち。

それぞれ舞台の隅に立ち、客席に対し完全に背を向けている。

　　　　　　　そこを縫うようによろけて歩く藤岡。
通行者に次々に捕まえられる。

Ａ　　　　…普通人だ。

Ｂ　　　　　藤岡さんがきた。

Ｃ　　　　　基準が来た。

Ｄ　　　　　おしえて、自分はどのランク？

通行者達　　自分を測るモノサシが来た。価値を測るモノサシ。

Ａ　　　車を買い換えるって本当ですか。どうして私より高い車にするんですか。私ってそんなにあなたより…普通の基準より下の人間なんですか。あなたは私を普通じゃないって見下したいんですか？

Ｄ　　　やった！あんたが通っていた所よりもいい小学校に息子を入れた。そしてあんたの実家より年収が上だ！真ん中より上…これで我が家は中流よりも上の家庭！普通より上！ざまあみろ！

Ｃ　　　あなたが買わない商品は売れない。お願いです！わが社の危機なんです！どうか買ってください！みんなの前で素晴らしい商品だと言ってください！嘘でもいいんです！どうか助けて！お願い助けて！

　　　　　　　藤岡がＣをふりきると袖から小林がぼんやり現れ、Ｂの前に立つ。

　　　　　　　少し離れた位置で見ている藤岡。

Ｂ　　　別れましょう小林くん。だってあなた、藤岡って普通人と仲いいんでしょ。知ってた？小林くんも皆に見られてるわよ。だからこれ以上私まで巻き込まないでね。（藤岡に気付く）嫌、来ないで、比べられる。

　　　　　　　小林を見ていた位置から中央へ後ずさる藤岡。

　　　　　　　怯えて見回すと、背を向けたままの通行者達、そして小林に囲まれている。

　　　　　　　思わず叫ぶ藤岡。

藤岡　　うわああああーっ！

　　　　　　　　藤岡、座り込んで頭を抱え、ちいさく丸まる。

　　　　　　　　間。

通行人たちが、ゆっくりと消えていく。

　　　　　　　　小林は背を向ける。

　　　　　　　　ユカリ、入ってくる。

ユカリ　（小林に）仕方ないよ。

小林　　……。

明るくなる。

　　　　　　　　藤岡は体を起こしているが、座ったまま。

ユカリ　そういう了見の狭い彼女じゃ、どの道うまく行かなかったって。

小林　　あいつはそんな性格じゃなかった。

ユカリ　付き合い始めなんて化かし合いじゃない。だって私の知ってる子なんてねー、

小林　　……。

ユカリ　（ため息）元気出しなさいよ。あと、藤岡くん、あんたのせいでもない。…何よ二人して。情けない男ね。

　　　　　　と、通行者達、通りかかり、遠巻きに小声でささやき合っている。

　　　　　　藤岡が見ると、あわててそこを離れていく。

ユカリ　なによ、あの態度。はじめは珍しがって、ちやほやしてた癖に。

小林　　やっぱりこんな雰囲気に耐えられなくて彼女は俺から…。

藤岡　　はっきり言えばいいじゃないか。

小林　　なんだって？

藤岡　　僕と関わったせいだって言えよ。

小林　　ふざけんなよ、これは俺とあいつの問題なんだ。お前のせいなもんか。お前に何の関係がある。

ユカリ　だからさー、もう、よそうよ。私達これから憂さ晴らしに飲みに行くのよ？いい？きれいに晴らすんだからね。

　　　　　　クミ、現れる。周りを見回して、こそこそした様子。

ユカリ　もう、クミ、遅いよ。

クミ　　あ…ユカリ、ごめん、今日駄目になった。それ言いにきたの。急用で。

ユカリ　え、そうなの。残念。今度誘うよ。来週はどう。

クミ　　あ、あの、それでね、今私が働いてるセレクトショップが春物とか雑貨の入荷の関係ですごく忙しくなるの。お休み無いくらいなの。だから、電話も出られないし、当分メール位しか出来なくなっちゃう。ごめんね。じゃあ。（走り去ろうとする）

ユカリ　　待った！

クミ　　　……。

ユカリ　　ねえ、クミ、こっち見て。

クミ　　（うつむいている）

ユカリ　　クミ、こっち向きなさい。

　　　　　　　　　クミ、目をそらしたままユカリに向く。

ユカリ　　嘘じゃ納得できない。ちゃんと話して。

クミ　　　ごめんなさい。

ユカリ　　謝らない。話す！

クミ　　…ショップが…。

ユカリ　うん。

クミ　　…ショップがね、個性的なセンスの販売員がウリだから、日本一普通の人の友達が販売員じゃ都合が悪いって。皆と関係を切らないと辞めて貰うしかないって…。私あそこで働くのが夢で毎日幸せだったの。だから、このまま働くにはしばらく皆と会わずにいるしかないって…ごめん。ごめんなさい。

ユカリ　…謝らないの…。それでもメールは続けてくれるつもりだったんでしょ。

クミ　　皆と会えないのは嫌、でもお店をやめるのも嫌なの。どうしていいか分かんなくなって…。藤岡くん、ごめんなさい。

藤岡　　だったらさっさと行けよ。

クミ　　藤岡くん。

藤岡　　ほら、あっちから人が来るぞ。他人に見つかったらヤバイんだろ。仕事を首になって、僕のせいにされちゃ、たまったもんじゃない。こんな所にいないで、さっさと店に戻ればいいじゃないか。

ユカリ　　ちょっと、その言い方。

藤岡　　だってそうだろう。小林だってそうだ。気味が悪いんだよ。僕を嫌がる女と別れたけど、僕のせいじゃないって？遠回しにどいつもこいつも被害報告しやがって！もう面倒なんだよ、こっちが疲れるんだ！……言いにくいなら僕から切ってやるよ。お前ら全員、どこへでも消えろ！僕の目の前に現れるな。もう頼むから僕を楽にしてくれよ…早く行け！

　　　　　　間。

小林　　クミ、行くぞ。

クミ　　小林くん。

小林　　消えろってさ。

クミ　　でも。待って、

　　　　　　　　小林、クミを引っ張って出ていく。

　　　　　　　　ユカリ、別の方向へ去りかけて、立ち止まる。

ユカリ　ねえ。

藤岡　　……。

ユカリ　かっこいい事したとでも思ってる？とんだ思い上がりね。

　

藤岡　　…僕は、人の人生まで助けられないよ。

ユカリ　当たり前よ、その位、私たち自分で考えて何とかするわ。だから思い上がりって言ったの。

藤岡　　……。

ユカリ　あなたのお芝居位、みんな分かってるんだから、謝ってきなよ。

藤岡　　で？その後どうする？結局あいつらはこれからも、僕と関わるせいで、色んなものを奪われ続けるだけなんじゃないのか。

ユカリ　……そうかもしれないけど、でもそんなの、
藤岡　　そうかもしれないなら、駄目なんだよ。…僕が間違ってた。僕は自分を知らなすぎたんだ。

ユカリ　藤岡くん。

藤岡　　ユカリも、もう好きにしなよ。僕は大丈夫…自分の身の振り位、ちゃんと決めたから。

ユカリ　…え？

　　　　　　　　通行者Ａが通りかかる。二人を見る通行者。

　　　　　　　　藤岡、それに気付き、わざとユカリにつかみ掛かる。

藤岡　　お前なんか、もううんざりだ！二度と僕にその顔を見せるな！無関係なんだからな！
　　　　　　　藤岡、走り去る。

ユカリ　　藤岡くん！

　　　　　　

Ａ　　　　追うのよせば？…縁が切れてよかったじゃない。（去る）

ユカリ　　（Ａに向かって）私だってもううんざりよ！あんた達なんか！

　　　　　　　　　ユカリ、藤岡の去った方向へ走り去る。

　　　　　　　　　場面、変わる。加藤の屋敷。

　　　　　　　　　二階堂、天竜寺が現れ、部屋の隅に控える。

伊集院に案内されて入ってくる藤岡。

加藤、反対の方向から入ってくる。

加藤　　いらっしゃい。待ってましたよ。

藤岡　　……。

加藤　　固くならずに。いつものお友達は？…ああそうか、はいはい成る程。だからここに来たんですね。あなたの選択は正しい。詰まる所、こうするしかないんですよ。

藤岡　　……さっさと進めて欲しいんだけど。

加藤　　（紙を持ってこさせて）契約の簡単な説明をしましょう。本日ここにサインする瞬間より、国民的普通の男・藤岡ユウジは私所有のコレクションとなり、世間から姿を消します。これは強制ではなくあなた自ら望んだ事です。さて何か質問は。

藤岡　　はい。

加藤　　どうぞ。

藤岡　　…普通って、何だろうね？

加藤　　さあ。興味ないな。有名なあなたが世間から消えてしまい、しかし実は私の元に居る。それで十分じゃないですか。

藤岡　　もういいよ。サインする。

　　　　　　藤岡、サインをする。

　　　　　　加藤、用紙を手にし、じっと見つめる。

加藤　　よろしい。藤岡くん、ようこそ我が屋敷へ。君という日本一普通で日本一特別な存在がコレクションに加わり、私は心底嬉しい。明日への活力が沸いてくる思いだ。これからはよき協力者となってじゃんじゃん私に協力して欲しい。

藤岡　　協力？聞いてないよ。何を？
加藤　　ああ大した事じゃない、簡単だから。じゃあ早速。二階堂、天竜寺。

二階堂、天竜寺、後ろから藤岡の両腕を拘束する。

藤岡　　あれ。な、何ですか。

加藤　　大丈夫、君はじっとしていればいいから。（伊集院と出て行く）

藤岡　　え？じっとって？待てってば！（加藤が行ってしまったので二人に）ちょ、ちょっと？いっこ聞いていい？…あのさ、あんたらのご主人、まさか、…そのケある？

天竜寺　何て事を言うんですか。

二階堂　加藤様にそのようなご趣味だけは決してない。

藤岡　　ああよかったあ…。あれ、じゃ、じゃあこの腕、何。ちょっと、何で黙ってるの？ちょっとー？

　　　　　藤岡、二人にがっちり拘束されて去る。

　　　　　

　　　　　場面が変わる。

　　　　　大学病院の研究分室。

　　　　　イライラしたしぐさで立っている北沢。

　　　　　南野は下袖の奥を気にしている。

南野　　（ぼそりと）すいません、それ触らないでください、高い機械なんです。ああ、そのロッカー開けるとカエルの標本が。

ユカリ　ギャー！（と出てくる）か、カエル！水かき見ちゃった！水かき！

クミ　　大丈夫、ユカリ。

ユカリ　だめえ！水かきがこの世で一番駄目なの！（手を開いて）だってこんな所に！こんな所に薄い膜が！

小林　　（出てきて）ホントだ、藤岡どころか誰もいない。

北沢　　だから言ったでしょう。彼なら来てないわよ。どうしてくれるのよ、研究室あんなに散らかして！

小林　　じゃあ藤岡はどこに行っちまったんだ？

北沢　　あの加藤ってコレクターの所しか残っていないでしょ。彼、藤岡くんに良からぬ事を持ちかけたりしなかった？

クミ　　した…契約書。

小林　　あいつ、屋敷に行って保護動物になったんだ！

ユカリ　冗談じゃないわ！いくらヤケになったからって！

北沢　　私だって冗談じゃないわよ！どうせヤケ起こすなら、こっちに来てくれなくちゃ！

小林　　あんたん所は危ないから、よしたんじゃないかな。切り刻むし。

北沢　　ちょっとだけじゃないの。

南野　　どうしましょう。

北沢　　行くに決まってるじゃないの。彼を手にするのは私達よ。

小林　　ね、ね、あそこの機械が高いって、値段どの位なの？

南野　　え？そうですね、ランクル二台分は軽く買えま、

　　　　　　小林、奥に飛び込む。ガンガンという音。

北沢・南野　　ああーっ！機械が！

　　　　　　二人が袖に消えるのと行き違いにすり抜けて戻ってくる小林。

小林　　ダッシュ！

　　　　　　小林、ユカリとクミと共に去る。

　　　　　　屋敷。

　　　　　　両腕をがっちりつかまれたまま座らされる藤岡。

伊集院は藤岡の足を紐でグルグル巻きにしている。

　　　　　　加藤、神妙に向かい合う。

藤岡　　こ、これは、どういうことかなー？

加藤　　…君に分かるだろうか。

藤岡　　ハイ？

加藤　　私には家柄しかなかった。それが釣り合わないほど全く目立たず、つまらぬ子供だった。特に秀でた所はなく、かといって不良になる気もない。やがてただ緩慢に、時間に押し出されるまま大人になり、わが敬愛する今は亡きお父様には、ついに認められることもなく…やっぱり目立たず平凡でつまらない人間のままだった。

藤岡　　で、でもやっぱり家柄いいんだし、お金持ちだし。

加藤　　しょせん引き継がれたもの。私の力で成したわけじゃない。

藤岡　　そ、そうですか。

加藤　　私はコレクション収集にのめり込んだ。珍しいもの、希少な、平凡とはほど遠いものを身の回りに置き…私は、普通である事…わが身の詰まらなさを呪ったのだ。もしかしたら、この平凡な私の中に、何か特別なものが秘められてはいないか。私のコレクションたちに触れる事で、それを見つけられないか。

藤岡　　…加藤さん。

加藤　　私は自分の中の特別を手にしようとあがき続けた。そんな時、君が現れた。私は悲しかった。普通過ぎて特別だという君を羨むしかなかったなんて。耐えられないこの虚無感。だからこそ今、君の力を欲してやまない。

藤岡　　僕の…力？

加藤　　運命のいたずらも、存在という意味も、全て力に置き換わるんだよ。私にはそれがない。今まで何を集めても空虚は埋まらなかった。魂の空虚だからだ。…藤岡くん。

藤岡　　なに。

加藤　　私のお父様になってくれ。

藤岡　　…あい？

加藤　　そして私は内縁の息子になる。君には毎日「お前はやれば出来る子」と、膝枕でささやいてもらうのだ。子供時代をやり直し、いつか生まれ変わろうと思う。

藤岡　　え…ヤダ、絶対にヤダ。てか内縁の息子って何、
加藤　　コレクションになるとサインしただろう。私は普通から抜け出して希少な人間になりたい、超越した普通人である君、つまり新しいお父様に認めてもらえれば、かなうはずなんだ。

藤岡　　いやー！ヘンタイだ！アンタ充分まともじゃないよ！良かったじゃないかっ！変態だったらもう特別だ！普通の人間じゃない！

加藤　　冗談じゃない、変態なんて巷にウジャウジャいるじゃないか。ありふれた連中と一緒にするな。私はお父様の膝枕を望んでいるだけなのだ。
藤岡　　そのケは無いって言ったじゃないか！嘘つき！

加藤　　失敬な！！私のお父様はノンケだ！

藤岡　　何の話になってるんだよ！
加藤　　いいから従いなさい！お父様！

藤岡　　よ、良く考えて、今の僕にどんな価値が付こうと、もともと何の根拠も無いんだぞ。世間が勝手に、
加藤　　当たり前の事を。人に対する価値観とは最初から周りが勝手に決める事なのだ。私はあの日に立ち返りたい。あの時お父様は決めつけた…私をつまらぬ人間だと。その日から選ばれぬ者として生きる時間は虚しいばかりだったのだ。
藤岡　　僕だって同じだったよ、つまらない、選ばれないって。けど、そんなこと思っていたって何も変わらない。でもあんたも動いたじゃないか。コレクションは今までの成果なんだろ？十分意味がある。もういいだろう。 

加藤　　そう思いたかった。だが、気づいた。物たちは無言で私を見るばかり…。私は、誰かに私だけを…特別に私一人を選んで欲しかった。

藤岡　　…そんなに？選ばれる事がそんなに？

加藤　　（さっぱりと）乗り気でないならそれもいいさ。伊集院、この男に暗示をかけよう。お父様を作るのだ。
伊集院　はっ。

　　　　　　
逃げようと体をひねる藤岡を捕まえなおす二階堂と天竜寺。

　伊集院、指を藤岡の目の前でぐるぐる。
伊集院　　あなたはお父さまになーる。あなたはお父様になーる。
藤岡　　　…はっはっは、お前は出来る子さ。（我に返る）はっ。やめろ、離せー！ 
　　　　　　　　藤岡、お父様と正気を行ったり来たり。

　　　　　　　　徐々にスピードアップ。
ユカリ　　ハイそこまでっ！

　　　　　　　入ってくる小林。ユカリ・クミ。

小林　　おう藤岡、帰るぞ。

クミ　　藤岡くん、友達よりお店を選んでも、気持ち悪いだけだったよ。私、気持ちよく働ける所に行く。だからまた遊ぼう。

藤岡　　…ありがとう。だけど、僕はみんなにあんなひどい事を、
ユカリ　藤岡くん、変態と暮らす？私達といる？どっち？
藤岡　　（加藤に）スイマセン帰っていいスか。

ユカリ　相変わらず意志が弱くてほっとしたわ。

小林　　分かったかヘンタイ、藤岡を離せ。

加藤　　いい加減にしろ、侮辱するにもほどがある！

小林　　藤岡をそそのかす事自体、こいつに対する侮辱じゃないか。こいつが珍しいから欲しいだって？自分に何もないからって外に甘えるなよ。
加藤　　ぐわ。
クミ　　そうよ、いくらあなたが普通の苗字だからって。

加藤　　な、何い？

クミ　　だってえ。（次々指差す）伊集院。二階堂。天竜寺。

小林　　（指差して）加藤。

ユカリ　　ぷっ。

加藤　　ばばバカにするな！全国の加藤さんに謝れ！さらに言っておくが我が加藤家は脈々と続く由緒ある…いいか！よくも長男輝之進を筆頭に次男正臣、さらに続く三男のこの私を、

クミ　　あれ何かカッコよくない？

小林　　あ、ああ。長男の名前何だっけ。

加藤　　輝之進だ。

ユカリ　次男は。

加藤　　正臣。

クミ　　（指差して）三男は。

加藤　　…よしお。

　　　　　　間。

藤岡　　何かあんたって可哀想だな。

加藤　　同情するなーっ！
使用人達　全国のよしおさんに謝れ！！
小林　　ああ面倒臭い、お前らとにかく藤岡を放せ、な。

　　　　　　　　小林、捕まっている藤岡の所へ。

　　　　　　　　立ちふさがる伊集院、小林にデコピン。小林、吹っ飛ぶ。

藤岡　　小林！

小林　　やっべ！あいつやべえよ！

伊集院　今のはみね打ちだ。今度近づけば確実に…斬る！

クミ　　（ユカリに耳打ち）勢いだけで言ってるよねあの人。

ユカリ　ああやって引っ込みつかなくなった人、私知ってる。

伊集院　畜生デコに米って書くぞコノヤロー！

小林　　マニアックだ。

北沢　　はあーい。お揃いかしら。あらあら藤岡さん、そんなんなっちゃって、大丈夫？

　　　　　　　　北沢、南野を連れて現れる。

藤岡　　北沢さん？

北沢　　加藤さん、どうもおじゃましてます。

加藤　　…やあ。所で、あなたが来て気付いた事があるんだ。一言いって構わないかな？

北沢　　どうぞ？

加藤　　せーの、

全員　　狭い！ 
北沢　　それワザワザ言う？（舞台上と人数の比率のメタネタ。必要に応じて。）
加藤　　何故今頃？君の交渉は失敗したのかと思っていたが？

北沢　　まだよ！ずるいわ抜け駆けじゃない！藤岡さんに接触したのは私が先でしょう！彼は医療技術発展に貢献できる素晴らしい人材なのよ！一個人の趣味に消費されるなんて無駄使いもいい所だわ！

加藤　　彼は望んで来たんだよ。契約書もある。ならば彼は私だけのものだ。

北沢　　いいえあなたなんかに渡さない！藤岡さんは私だけのものよ！

ユカリ　よかったね。取り合いになって。ずっと言われたかったセリフでしょ。

藤岡　　全然嬉しくない…。

北沢　　藤岡さん、もし私が助けてあげたら、病院に来てくれる？

藤岡　　こっちのがまだマシに思えてきたから、とりあえずハイ。

クミ　　ああ、またフラフラと。

小林　　分かりやすい奴だ。

加藤　　契約を反故にする気か。

北沢　　あら、クーリングオフは８日間よ。

加藤　　い、伊集院、皆さんにお引取り願え。どんな手を使っても構わん。

伊集院　はっ。　

　　　　　伊集院、藤岡を掴みあげ、デコピンの姿勢、狙いを定める。

伊集院　貴様ら！俺は本気だ！こいつの命が惜しかったら今すぐ出て行け！

　　　　　小林・北沢達、じりじりと後ずさる。
加藤も後ずさっている。

加藤　　お、お父様…（気付いて）はっ。馬鹿かお前は！私まで脅してどうする！

伊集院　あ、そっか。

藤岡　　ぼ、僕は人質にならないぞ！僕を帰してくれ！

加藤　　そうだろうとも、ならば誰にしようか？（クミを指し）君か？それとも、（南野を指し）君か？

南野　　わ、私…？（ポッとなる）
北沢　　なにポッとなってんのよ。
　　　　　伊集院、物色するように二人に近づく。

ユカリ　ストップ！人質ならこっちよ！

伊集院　へえ、麗しいねえ。

ユカリ　勘違いしないで。これを見なさい。じゃん！（とファンタの缶）これが人質よ！

加藤　　ああっ！それを人質に！

南野　　（ぼそっと）人じゃなくて缶。

ユカリ　ていっ！さて加藤さん、これ、あなたが大事に大事にしていた、中身が午後ティーのファンタグレープよ。使用人全員ここにいるなんて、セキュリティがなってないわね。見張りが誰もいないから持って来ちゃった。

使用人達　あ、うっかりしてた。

加藤　　（くるくる見渡して）き、きさまーっ…この場合誰に怒ればいいのか分からん！

使用人達　（ユカリ達を指差して）あっちにして下さい。

加藤　　（ユカリ達に）貴様ら！ゆるさん！

ユカリ　ゆるさないから何？

加藤　　ま、待てそれをどうする気だ。

ユカリ　どうしよっかなー。

加藤　　もし缶を開けたりしたら訴えてやる！

ユカリ　そんなことしないわよ。開けたら人質じゃなくなっちゃうもの。

南野　　だから人じゃなくて缶…。

ユカリ　ていっ！さてふたりともいいかな？

小林・クミ　オッケー。

　　　　　小林・クミ、いったん袖に消える。

　　　　　それぞれ紙袋を持って戻ってくる。

加藤　　待て！私のコレクションに何を！

ユカリ　さんはいっ（缶を床に転がす）

小林・クミ　だあー。

　　　　　　　　二人、紙袋の中身をぶち撒ける。

　　　　　　　　大量のファンタグレープ缶。

加藤・使用人　あーーっ！

　　　　　　　　加藤と使用人達、藤岡を横倒しにして中央へ。

必死になって床に這いつくばり、缶を見比べている。

加藤　　どれだ、中身午後ティー！中身午後ティー！

伊集院　これじゃないか？

二階堂　いいやこれに違いない。

天竜寺　むしろこれかも。

伊集院　しかしどうやって見分けるんだ？

二階堂　開けてみればいいじゃないか。

天竜寺　なるほど確かにその通り。

使用人達　（開けるしぐさ）せーの、

加藤　　おバカあ！（と使用人達をはたく。再び床に転がる缶。）

加藤・使用人　ああっ！どれだ！どれだ！

藤岡、両腕の拘束は解けたが起き上がれず、

アザラシのように這い回っている。

小林達、藤岡の足の紐を解いてやる。

藤岡　　みんなごめん、その、来てくれて…ありがとう。　

小林　　冗談じゃないよ、ほんっと疲れたよ。帰るぞ。

クミ　　うん、帰ろう。

ユカリ　藤岡くん。こっちの身にもなってよね。もう勝手に消えないこと。

藤岡　　…約束するよ。

北沢　　ちょっと？私との約束は忘れてないでしょうね。契約書をパーにしたのは私よ。

藤岡　　わかってる、約束だし…あんたの病院に行くよ。

小林　　藤岡。

クミ　　ちゃんと無事に帰してくれる？

北沢　　やだ物騒ね。始めにそう言ったじゃないの。

ユカリ　あんたは死にゃしないって言い方したのよっ。

藤岡　　僕は日本一普通の体なんだろ、本当にそんな体が役に立つの。

北沢　　あなたが思うよりはね。そして現代医療の観点から、今回のバカみたいな「普通選び」のからくりを暴いてやるのよ。

藤岡　　え？

北沢　　私は、あなたを選び出したお偉いさんの公式データと、とことん戦うつもり。健康な体があったとしても、普通の体なんてあってたまるもんですか。

藤岡　　北沢さん。

北沢　　じゃ、病院で待ってるわ。南野さん、行くわよ。

南野　　あ、その、お先にどうぞ。

北沢　　そう？（去る）

小林　　それじゃ俺らも行くか。

加藤　　君たち本当にそれでいいのか？

小林　　え。

加藤　　外は、ガツガツしているぞ。君たちは藤岡くんのせいで不幸になる。

小林　　そうでもない。

クミ　　方法はあるよ。

ユカリ　私達は比べないから。

　　　　　　　　小林・クミ・ユカリ、去る。

藤岡　　…僕を見つけてくれてありがとう。でも、僕はあんたの欲しい物には、やっぱりなれない。
加藤　　……。

藤岡　　戦ってくる。価値観とね。…元気で。

　　　　　　　　藤岡、去る。
　　　　　　　　南野、缶を集めている加藤達を手伝い始める。

　　　　　　　　無言でするままにさせている加藤。

南野　　（ぼそりと）あの日、あなたは私を見つけてくださいました。男性が苦手で研究しか知らない、こんな私にも価値があると仰った…。私にとってあなたは、その時から特別な人に思えるんです。おかしいですか。

加藤　　…私はつまらない男だ。

南野　　いいえ。これと一緒です。缶を開けないから中身に気付けないんです。

　　　　　南野、缶を一つ開ける。

　　　　　炭酸が少し吹き出す。南野、笑ってみせる。

南野　　みなさん、休憩しません？

　　　　　　　　缶を手にする加藤、すこし笑顔になる。

　　　　　　　　それぞれ缶を手にする使用人達。

　　　　　　　　暗転。

　　　　　　　　薄暗がり。

　　　　　　　　中央で腰掛けている藤岡。

　　　　　　　　通行者Ａが通りかかる。目が合うが、無反応。

　　　　　　　　待ち合わせの為にたたずんでいる。

藤岡　　北沢さんの病院で、僕の胃からポリープが、十二指腸からは潰瘍がみつかった。僕は一気に、日本一普通の男からただの胃腸病患者に成り下がった。そしてたったひと月で僕は世間に埋もれた。これこそが、普通の世間って奴だと思った。

　　　　　　　Ｂ、入ってくる。Ａと合流、しばし無声でのおしゃべり。

もう藤岡を見る事はない。

次々通りかかる通行者達。

　　　　　　　会話したりメールしつつ通り過ぎる。

　　　　　　　誰もみな藤岡に関心を払わない。

藤岡　　…僕はまだ価値観と戦っている。それでも、誰かにとっての特別になれるよう、いつも通り、僕なりに笑っている。
　　　　　　　音楽。

　　　　　　　ユカリ、手を振りながら藤岡のところへ駆け込んでくる。

　　　　　　　小林、クミ、遅れて入ってくる。

　　　　　　　どこかへ遊びに行く算段がまとまり、その場を離れていく。

　　　　　　　交差して通り過ぎる通行者達。

　　　　　　　暗転　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝ＥＮＤ＝
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